
1２. 基本のたしかめ1２. 基本のたしかめ1２. 基本のたしかめ1２. 基本のたしかめ
１．次の数の平方根を求めなさい。

(1) １００ (2) ０ .０４ (3)

２．次の数を、 を使わないで表しなさい。

(1) ＝ (2) － ＝ (3) ＝

３．次の各組の数の大小を、不等号を使って表しなさい。

(1) 3 (2) － －

４． 次の計算をしなさい。

(1) × ＝ (2) ×(－ )＝

(3) ÷ ＝ (4) (－ )÷ ＝

５．次の数を変形して、√ の中をできるだけ簡単な数にしなさい。

(1) ＝ (2) ＝

６．次の数の分母を有理化しなさい。

(1) ＝ (2) ＝

＝ ＝

７．次の計算をしなさい。

(1) ＋ ＝ (2) + － ＝

(3) ＝ (4) ＝

＝ ＝
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８．次の式を展開しなさい。

(1) (2)

＝ ＝

＝

(3) (4)

＝ ＝

＝ ＝

２章の章末問題２章の章末問題２章の章末問題２章の章末問題

１．次の(1)～(4)の下線部の誤りをなおして正しくしなさい。

(1) 64の平方根は 8 である。 (2) は ±30である。

(3) は －7 である。 (4) ＋ ＝

２．次の大小関係にあてはまる自然数ａを、すべて求めなさい。

(1) 2＜ ＜3 (2) 9＜ ＜9.2

ａ＝ ａ＝

３．次の数を分母に をふくまない形に変形しなさい。

(1) ＝ (2) ＝ (3) ＝

＝ ＝ ＝

＝ ＝ ＝

４． ＝１.４１４として、次の値を求めなさい。

(1) ＝ (2) ＝ (3) ＝

＝ ＝

＝

＝ ＝

＝
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